
　　　　

Ｒ６ 年 9 月 30 日

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

10：00～18：00

9：00～19：00

サービス提供時間

平日（長期休暇　学校休校日　含む）

土　日　祝日（長期休暇含む）

11：00～17：00

10：00～17：00

平日（長期休暇　学校休校日　含む）

土　日　祝日（長期休暇含む）

送迎実施の有無

あり（片道1時間内）

（別添資料１）

支　援　内　容

●　心身の健康状態の把握（来所時の体温測定、支援中の健康観察 等）
●　生活リズムの安定（定時に行なう活動、長期休暇時の規則正しい生活の維持 等）
●　構造化を意識した環境設定（絵カードなどを使った具体的な表示 等）
●　基本的生活スキルの獲得（買い物学習、トイレトレーニングや食事に関する支援等）

●　身体機能向上プログラム：子どもたちの苦手な部分や障がい・年齢などの特性を踏まえ、身体の正しい使い方や感覚統合を楽しく身に着けられるように子どもたち一人ひとり
　　に応じた運動・感覚プログラムを提供しています。
●　有酸素運動：施設内や公園での遊び、サーキットトレーニングを通じて、心肺機能の向上を図ります。
●　リズム遊び：音楽に合わせたダンスやリズム遊びで、リズム感と協調性を育み、楽しく体を動かします。
●　スポーツ活動：風船やボールを使った運動を主に、手眼協調を鍛えます。

本
人
支
援

●　日付の把握や天気に関する認知の形成（カレンダーでの確認 等）
●　時間に関する認知の形成（タイマーの活用、タイムテーブルの確認 等）
●　物質の変化と感覚に関する認知の形成（粘土、スライム、水遊び 等）
●　空間把握に関する認知の形成（ブロック遊び、ビー玉転がし 等）
●　季節の変化への興味などの感性の形成（戸外活動、季節の散策 等）
●　適切な行動の形成、認知の偏りへの配慮（環境設定、小集団でのゲーム 等）

●　言語の獲得・聞く力の形成（絵本や紙芝居の読み聞かせ 等）
●　言語の受容・表出支援（はじまりの会や終わりの会での発言機会 等）
●　教材による読み書き（個々に合わせたワークなどを使った指導 等）
●　言語に特性がある児への配慮（絵カードを使ったコミュニケーション支援 等）

支援方針
集団活動と個別支援とのバランスを考えながら、集団行動や日常生活スキルの向上、運動と感覚統合、自己表現と創造性育成、社会参加と地域交流を促進し、保護者を核心に、様々な関係機関等と
の連携を通じて、お子さんのご成長を総合的にサポートします。

営業時間

法人（事業所）理念
開放的な空間で個性を伸ばし利用者の方々の目線に立ったサービスを支援します。
基本的生活習慣を身につけ自立に向けた適切な療育を行います
障がいのあるお子様の将来に役立つ生活力を身に着けるため、専門的な視点でアプローチします。

事業所名 児童発達支援　放課後等デイサービス　喜怒愛楽 作成日支援プログラム



人間関係
社会性

●　研修に参加し、職員のスキルアップに努めます。

移行支援

●　送迎時に少しでも、家庭や学校の様子を共有する時間を設け、事後の療育活動での関わりに活かします。
●　家族が身近な地域の中で安心して過ごせるよう、レスパイト支援や助言等を行います。
●　面談とカウンセリング：お子さんの成長や課題について保護者と話し合い、心のケアをサポートします。

●　卒業後やその他、移行先にスムーズに移行ができるよう、各関係機関との連携を図り、調整を行います。

地域支援・地域連携
●　各関係機関と連携を強化し、ライフステージにおいて切れ目のない支援を行い、身近な地域の中で安心して過ごせるように支援します。
●　地域連携の強化：学校、福祉サービスと連携し、包括的な支援体制を整えます。

主な行事等 ●お花見　●七夕　●水遊び　●夏祭り　●ハロウィンイベント　●音楽発表会　●クリスマス会　●おもちつき大会　●節分豆まき会　●ひな祭り会　●進級・卒業式
●社会体験（お祭りに参加　お買いもの体験　など）

家族支援

職員の質の向上

本
人
支
援

●　アタッチメントの形成（スキンシップ遊び、親子参加行事 等）
●　他者との関りの形成（レクリエーション 等）
●　協同遊びへの支援（役割のある遊び、ルールのある遊び 等）
●　地域活動への参加（地域のお祭りに参加 ゴミ拾い活動　等)
●　社会資源の活用（公共施設等での室内外活動(公園、動物園、水族館 等)


